
令和元年9月1日はえばる社協だより第210号（1)
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7
月
同
日

（
木
）
南
風
原
幼
稚
園
で
南
風
原
高
校
郷
土

文
化
コ
！
ス
の
生
徒
汎
人
が
舞
台
発
表
を
通
し
て
、
南

風
原
幼
稚
園
の
園
児
た
ち
と
の
交
流
会
を
行
い
ま
し
た
。

最
初
に
空
手
と
タ
ン
バ
リ
ン
を
使
っ
た
踊
り
な
ど
が

披
露
さ
れ
、
空
手
で
は
気
合
の
入
っ
た
か
け
声
や
地
面

を
た
た
く
足
音
に
園
児
た
ち
は
び
っ
く
り
し
た
よ
う
で

し
た
が
、
し
だ
い
に
空
手
の
世
界
へ
と
園
児
た
ち
を
引

き
込
ん
で
い
ま
し
た
。

そ
の
後
の
劇
は
「
大
き
な
カ
ブ
」
な
ら
ぬ
「
大
き
な
か

ぼ
ち
ゃ
」
と
題
し
た
創
作
劇
で
す
。三
線

・
琴
・
四
つ
竹

・

太
鼓
の
演
奏
も
合
わ
さ
っ
て
演
技
を
盛
り
上
げ
て
い
ま

し
た
。
「
ウ
ン
ト
コ
シ
ョ
、
ド
ッ
コ
イ
シ
ヨ
」
園
児
た
ち
も

い
っ
し
ょ
に
声
か
け
を
し
て
大
き
な
か
ぼ
ち
ゃ
を
引
っ

ぱ
り
ま
す
が
、
な
か
な
か
家
ま
で
運
べ
ま
せ
ん
。
そ
の
う

ち
南
風
原
町
出
身
の
金
城
哲
夫
さ
ん
が
生
み
の
親
の
ウ

ル
ト
ラ
マ
ン
や
獅
子
舞
が
登
場
す
る
と
、
園
児
た
ち
か

ら
大
き
な
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。
獅
子
舞
に
頭
を
か

ま
れ
る
と
い
い
こ
と
が
あ
る
と
、
出
演
者
が
次
々
に
頭

を
か
ん
で
も
ら
い
「
お
か
げ
で
腰
の
痛
み
が
治
っ
た
」

「
若
返
っ
た
」
と
元
気
に
な
り
ま
す
。
そ
の
お
か
げ
で
か

ぼ
ち
ゃ
を
最
後
ま
で
運
ぶ
こ
と
が
で
き
る
と
高
校
生
と

園
児
た
ち
で
カ
チ
ャ

l
シ
l
が
始
ま
り
、
喜
び
合
い
ま

し
た
。そ
の
後
の
質
問
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
再
登
場
し
た
獅
子

舞
に
「
も
う
一
回
ジ
ャ
ン
プ
し
て
！
」「
お
ん
ぶ
し
て
」

「
も
っ
と
こ
っ
ち
に
来
て
」
と
注
目
が
そ
そ
が
れ
、

「好
き

な
食
べ
物
は
何
？
」
「
好
き
な
ジ
ュ
ー
ス
は
？
」
と
の
質

問
に
も

「か
ぼ
ち
ゃ
」
「
か
ぼ
ち
ゃ
ジ
ュ
ー
ス
！
」
と
の
答

え
に
み
ん
な
笑
顔
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
全
員
で
「
て
い
ん
さ
ぐ
の
花
」
を
合
唱
し
、
さ
ら

に
園
児
一
人

一
人
に
生
徒
た
ち
が
メ
ダ
ル
を
か
け
て
あ

げ
て
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
と
大
喜
び
し
て
い
ま
し
た
。

終
始
興
奮
し
て
い
た
園
児
た
ち
の
姿
が
印
象
的
で
、

最
後
は
大
き
な
声
で
高
校
生
に
お
礼
を
言
い
、
楽
し
い

交
流
会
と
な
り
ま
し
た
。



令和元年9月1日 はえばる社協だより 第210号（2)

～9月15日は「老人のBJ、21日までの7日聞はf老人週間jです～
昭和26年に全国社会福祉協議会が中心になり、「としよりの日・としよりの福祉週間jが始まりました。これはやが

て国民世論を高める力となり、全国各地でさまざまな運動が展開されました。その後に「老人の日」を経て、昭和41

年に「敬老の日Jとして「国民の休日Jとする法が制定され、さらに平成13年の老人福祉法の改正で、 2・l,
9月15日；が「老人の日j、同月21日までが「老人週間Jと定められました。 ． 
こうした中で、本年もこの期間に、全国各地で長寿を祝う行事や、活力ある長寿社会の実現に向け

てのいろいろな運動が進められています。

母~~:rゆ之〔キャンペーンが目指す6つの目標】特急診？持之
1.すべ、ての高齢者が安心して自立した生活ができる、保健・福祉のまちづ、くりを進め、ふれあいの輸を広げよう。

ol 2高齢者の知識 齢能力をいか吋労社会参加ボ釘ア活動を進めぬ
3.高齢者の生きがい・健康づくり、介護予防への取り組みを進めよう。

。

4.高齢者の人権を尊重し、認知症高齢者への支援の在り方や介護問題等をみんなで考え、高齢者や介護者を支

える取組みを積極的に進めよう。

5.高齢社会における家庭や地域社会等の役割を理解し、お互いに協力して安心と活力ある長寿社会をつくろう。

6.減災や防災への取り組みに関心を持ち、白頃から地域でのつながりを築こう。

各字・自治会に結成され、さまざま ： 公民館・集会所を拠点に地域の高； 居室内外の清掃や病院の付添な

な活動を行っています。町老人クラ ：齢者が集い、レクリェーションなどを：どの支援を必要としている方（依頼

プ迎合会では、運動会やボウリング：とおしたふれあいや生きがい・健康づ：会員）とそのお手伝いができる方（提

などのスポーツ活動や意見発表、ヵ ：くりを目的に実施しています。 ：供会員）が登録し、相互扶助活動（有

ラオケ大会、リーダー研修会などの ： この活動において運営を支えてい ：償サービス）として支援を行う事業で

文化教義活動、友愛訪問活動や子 ：るのが地域住民のボランティアです。：す。空いている時間や自らの技術を

どもの登下校時の見守りパトロール：準備や片付け、調理、参加者の話し九功、した活動が可能です。

活動などのボランティア活動を行っ ：相手などを担っています。

ています。 ： 

l { j みぶとい山川竹り利也I決とJll二 ！ 1/ 」

~図llDJEEヨm：：宜野座ビル管理
代表取締役伊芸 美香

干901-1112：南風原町字本部461番地－55

~ ilfJ/jo;'fJ{t/8·~··，11·制/ftjR ·i#l1' ·•1lf.珂抑i8;'#/1':t ~ 

⑥博愛病院

~不安うつ睡眠・介磁の相桜
アルコールに関する相桜

。デイサービスセンターはくあい



利用料は

無料で、す

はえばる社協だより第210号（3)

～福祉パスを利用し健康づくりをはじめませんか～

南風原町総合保健福祉防災センター（ちむぐくる館）健康増進室の健康器

具などを活用して、高齢者の健康・生きがいづくりを推進する事業を実施し

ており、毎週月・水・金曜日の午前10時から午後4時まで、健康推進員が器

具利用の指導を行っています。また、各字公民館・集会所を拠点に福祉パス

も運行しています。皆さん誘いあってお気軽にこ利用くた、さい。

※福祉パスをご利用の際は、こL一報ください。

※ちむぐくる館の健康増進室は、一般町民の方も利用できます。

利用時間は平日（月～土）は午前8時30分～午後9時、日・祝日は

午前8時30分～午後5時で年末年始はお休みです。

TEL. (098)889-3213 問い合わせ：南風原町社会福祉協議会（担当 ：山川）

（ 
【 福祉パス運行日程表 〕
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13:00 13:13 13:19 13:24 13:31 13:39 

ち大宮与いち
む名械那ろむ
ぐ 公公務り ぐ
く 砂民砂民惨公砂 亭 惨く
る館館民前る
館 館館
発 活

2
便
（
行
き
）

月曜日（1便：東新川・北Eハイツ・慶原・宮平ハイツ・第一団地、

9:os 9:21 9:30 9：・339:44 9:4g 9:55 10：・00 11:50 

ち 東 北北鹿宮第ち 器健 ？ち
む新丘丘原平一む 具康 ふむ
ぐ 川ハハ集ハ団 ぐ 利噌.~ぐ
く砂繕 砂イ砂イ惨会砂イ砂地砂 く 用進 ？？く
るのツツ所ツ集る 室 るる
館里公 集 集会館 で 館
発入園会 会所 着 発
口前所 所

1
便
（
行
き
）

日刊

ち
む
ぐ
く
る
館
発

ル

（2
便
帰
り
）

健
康
増
進
室
で

器
具
利
用

同

ち
む
ぐ
く
る
館
着

1

h
p
 

川

喜
屋
武
前
道
広
場

1

h
p
 

川

喜
屋
武
共
同
住
宅

1

砂

いり

神
里
ふ
れ
あ
い
公
園

8

h
p
 

口

神
里
公
民
館‘，
 

M
せ
せ
ら
ぎ
公
園

1

h
p
 

川

山
川
公
民
館

1

h
p
 

”
は
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

ル

グ
ラ
ウ
ン
ド
駐
車
場

6

h
p
 

M

J

A
南
風
原
支
店
入
口
前

‘，
 

一川

ち
む
ぐ
く
る
館
発

2便（行き）

9: 10 9:19 9:25 9:31 9: 36 9 : 42 9 : 47 11:50 

ち 津嘉サ シサ遊びJ 津嘉 照 ち 器健 1ち
む ウテン A 屋む 具康 む

便 ぐ 山ス イ工場津嘉 山公 ぐ 利進泡 霊開ぐ，，町、
行 く砂店ウ砂 ll砂近 砂公砂民砂く 用 りく

き る駐車ヱ 駐恵津嘉 く山民館る 室 ）る
、・4’館ス 支館館 で 館
発 t暴ト ti山 所横

着 発

2便：山JII・神里・喜屋武）水曜日（1使：津嘉山・照屋、

t』
ω
ち
む
ぐ
く
る
館
発

昨

（

2
便
帰
り
）

健
康
増
進
室
で

器
具
利
用

川
ち
む
ぐ
く
る
館
着

1

h
p
 

は
…
兼
城
公
民
館

1

h
p
 

山

第
1
病
院
駐
車
場

l

h
p
 

山

第
2
団
地
4
号
棟
前

1

h
p
 

明

第
2
団
地
集
会
所

I

h
p
 

お
兼
平
団
地
公
園
前

I

h
p
 

初
新
川
公
民
館

I

h
p
 

川
花
械
道
湯
前

I

’
 

川
旧
新
川
公
民
館
跡

1

h
p
 

川
ち
む
ぐ
く
る
館
発

2
便
（行
き
）
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発 字車 近な会 着 発
路 湖く み所

1
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（
行
き
）

③渋滞等の影醤で、予定時刻が若手変更することがあります。②祝日、慰霊Eの目、年末年始l立休みです．①指定停留所以外での乗降1立、お断りします。

．． 

I 介護支援センヲー とき ｜ 
住み慣れた地域で、自分らしく普通に安全で安心して暮らせるお手伝い
をさせてください．

＊デイサービス
O営業日・時間
月～土、祝祭日も営業（8:30～17: 30) 
O休業日
日曜日、旧盆、年末年始（12/31～1/3)

食住宅型有料老人ホーム（小規繊｝

南風原町字宮平426番地19（北丘ハイツ内） TEし（098)888-0515 
ホームページ： toki-kaigo.com

－m立剛
陣

醒
聞
セ
ン
タ
ー．
 

「嬉の里」
・・・・・・・同・a：：.－~－.Ei-

社会福祉法人千尋会

介護に関することなど

お気軽にご相談下さい。
軍雇薗

・介護老人徳祉施!it纏の霊
－婦の里ショートステイ
・鱈の里デイサービス
－熔の霊 ｝旨定居宅介護受渡専業所
・特定育制老人iiiームむτゆ京
・ ~託.業 （南風原町社也委託）
－給食サービス

ー短時間パート募集中一

沖縄県南風原町字新川 538番地
TEL (098) 888-0591 
FAX (098) 889・8420
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第210号（5) はえばる社協だより 令和元年9月1日

，リ～1明1目的赤い羽根共同募金運動がはじまります～子
令和元年度目標額 5,649,000円
町社会福祉協議会の地減福祉活動事業費として

県内福祉施設団体及び宋法人団体の事業費として

3,650,000円

1,999,000円

町民の皆さまからの善意の寄附金は、町社会福祉協議会の地域福祉活動費として配分され、

見守りが必要な世帯を訪問する友愛訪問活動や高齢者の生きがい ・健康づくりを推進する

事業、ボランティア活動推進のための養成講座や研修会の開催、子育て中の親子への支援事

業、障がい者スポレク交流事業、ひとり親家庭の母、父及び寡婦のためのパソコン教室、その

他保育園 ・幼稚園 ・小 ・中・ 高校における福祉教育の推進事業に活用されます。また、町内

の福祉団体の活動支援としても活用されます。
．（ 

＊ 皆さまから寄せられた寄附金は次のような社協事業などに活用されます。（平成30年度の様子）

高齢者健康づくり推進事業 障がい者スポレク交流事業 子育てサロン

＊ 地域福祉推進にこ理解いただき、今年も皆さまのご協力をお願いいたします。

戸別募金

一世帯あたり500円を目安にお願いいたします。

事業所募金

町内の各企業などのご協力をお願いいたします。
ι 

学校募金 職減募金

九円
vv

町内の小・中・高校の児童・生徒に福祉教育の一環 ｜｜課長以上1,000円、

としてご協力をお願いいたします。 ｜｜一般職員500円を目安にお願いいたします。
－、，、d

F

（
円
心
叫
J
V

ー 一一.....，、r一一ーーー一一

医療法人正清会 理事長 久田研二

＼ 

' 
介護老人保健施設うりずん 久田病院 就労断続支援B型事業所

精神科・心療内科・老年精神科 ライフサポート久田
干901-1301
lJ-JJf＼原町宇：板良リ~U281 -l 
TEL. 098-944・7000
FAX. 098-944・7003

：百lZlll行動税法を%絡しています．

E-mail : urizun@cos.ocn.ne.jp 

干901-1101南風原町学大名275苦手地
TEL. 098-889-3206 FAX. 098・889-5311
URし・ http://kuclahp.jp/
E-mail : kucla-ph@tea.ocn.ne.jp 

〒900-0014
那覇市松尾2・15-27
TEL・ FAX. 098・867・7890

＼ ノ ＼ ＼ 



第210号（6)はえばる社協だより令和元年9月1日
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※お住まいの字自治会以外の

場所でも相談できます。

※予約不要。相談は無料で、

秘密は厳守いたします。

9月の相談日と場所は下表の通りで、す。

相 談場 所 9月 時間 定例日

与那覇コミュニティーセンター 24日（火） 10時～12時 第4火曜日

宮城構造改善センター 11日（水） 10時～12時 第2水曜日

大名公民館 27日（金） 10時～12時 第4金曜日

新川コミュ二ティーセンター 13日（金） 10時～12時 第2金曜日

東新川災害時避難施設 10日（火） 14時～16時 第2火曜日

なーでえらシーサー館
20日（金） 14時～16時 第3金曜日（怠平獅子舞・伝統芸芸能保存継承資料館）

北Eハイツ集会所 12日（木） 14時～16時 第2木曜日

兼城公民館 3日（火） 13時半～15時半 第1火曜日

本部公民館 26日（木） 14時～16時 第4木曜日

喜屋武集落センター 11日（水） 10時～12時 第2水曜日

照屋農村コミュニティーセンター 4日（水） 10時～12時 第1水曜日

津嘉山地域振興資料館 9日（月） 10時～12時

山川集落センター 25日（水） 10時～12時 第4水曜日

神里構造改善センター 18日（水） 13時半～15時半 第3水曜日

兼本ハイツ集会所 12日（木） 14時～16時 第2木曜日

第一団地集会所 20日（金） 14時～16時 第3金曜日

第二団地集会所 3日（火） 14時～16時 第1火曜日

TEL (098) 889・3213

- H・0--- . 『喝、．eCY司司．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． ． ．’ / zちち宅， ' .:-. ‘・7 －． 
~ ~，Iυ E 社協ふれあい福祉相談室 E i 
• e'-'''r-・経済的なこと、家族お こと、仕事のこと、医療費・学資資金等の借入、借金に関すること、財産問題、法律問題、高齢 ~ 
! 者・障がい者の相談、母子世帯等の相談、虐待・DVに関すること、福祉制度の利用、その他町民の心配ことに対し、相 面
面 談員が適切な助言援助を行い、町民の皆さんが安心して生活できるよう問題解決のお手伝いをします。 ？ ： o相談は無料で、秘密は厳守いたします O祝日及び年来年始はお休みです ー

－ 
! .. 明弘 月曜日～金曜日午前9時～12時 ・
面 司自W 午後1時～ 4時 ． 

－ 
: .臥 弁護士による相談毎月第2・第3・第4木曜日 空． 、．． ， 午前10時～12時（最終受付11時） ※予約制~1週間前から受付） i ． 4ーー』 ．．．． ・4開唾h 司法書士による相談（借金に関すること、登記について、他） 毎月第3水曜日 ! ． ‘理霊， 午前10時～12時（最終受付11時） ※予約制（1週間前から受付） ー．『岨－ ． 
! 相談場所：町総合保健福祉防災センター（ちむぐくる館）相談室 ・
面 お問い合わせ： TEL(098) 889・6270 _I ・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．’

お問い合わせ：南風原町社会福祉協議会

圃よなみね歯科クリニック
療養または休職、緊急の出資等で一時的

に日常生活に支障が、生じた世宇野に対し、

小口資金を無利子で貸付します。

・貸付額 10万円以内

・償還期間 1年間
※貸付には、原則として保証人が必要で、す

3
科
科

E
歯
歯

司函
般
児

位董翠3日曜日

午前9:30～午後6:30

午前9:30～午後5:00

午前9:30～午後6:00

午前9:30～午後1:00

~ 月・火・水・金

土

祝祭日

木

［お問い合わせ］町社会福祉協議会TEL(098) 889・3213Tel(098)800・7005南風原町宮平59-21-1



第210号（7) はえばる社協だより 令和元年9月1日

高齢化社会を迎えて男性も料理ができるように、そして食の大切さを知ってもらえるよ

うにと第1回家族介護教室「高齢者のための料理教室（男性専科）Jを7月19日（金）に
開催し、総勢25人の参加がありました。

講師に管理栄養士の具志堅志保さん（南風原町役場保健福祉課）をお招きし I血管を鍛えて、超健
康になる！一人でできる男メシ！Jをテーマに3品（しぷいと鶏肉の煮物（んぶし一）、魚汁、人参しり
しり一）づくりに挑戦しました。手慣れた様子で、料理をこなす方ゃぎこちない動きの中で、も必死にチャ

レンジしている方など参加者の皆さんが真剣に取り組んで、いる姿に男らしさがありました。

具志堅さんより定期健診の大切さや日頃の食事の大切さを教えて頂きました。

参加者の方からは「こんなに簡単に作れるとは思わなかったJf出汁づ、くりが簡単た、った。これなら
自分で、もできるJr月に一度は講習会を開催して欲しし＼jとの声が聞かれました。

皆さん真剣に説明を聞いています 説明後、さっそく調理開始で、す

乍掲毎悶閉趨態翠回：
＼’ ．．．．．． ’， 

畠．・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・．

～今日からできる食事．運動・交流への取り組み～

Fひとり親家庭の母、父及び同居して ，ミ ： 

（ 

：ぽ開。届⑮
避罪開閉）； 
ーいる子(18歳以上）、または寡婦の ¥: :; : ( 

r ' e三三ヨ
•1！；・・・＝・ 9月 13日（金）
・1旨冨圃圃苗・ 午後1時30分～3時30分

巴号圃園町J冒 ちむぐくる館 ホール

F.u•ー・司直 外間正也氏
（豊見城中央病院認知症看護認定看護師）

置忌圃圃匿調 認知症予防の大切さについて

～今日からできる食事・運動・

交流への取り組み～

•li－断書 介護をされている家族、または関

むがあるち ・
「 ゐ』ー J、E蓮司l置さ量 無料 " 4 ‘』

llliltm:J’~l~• 9月6日（金） 、

お問い合わせ
南風原町在宅介護支援センター（南風原町社協内）

‘ TEL(098)889-3502 （担当：下地・大城） ， 

Z方に対し、パソコンを活用して社会 a・・h 2、
： 参加の促進や就労に活かせること ，•r-· • 

・邑－~· ・•. eを目的に開催します。 ~、v ． 
i対象者：町内在住のひとり親家庭の母、父及び同居 ；
： している子（18歳以上）、または寡婦の方 i 

雪期間：令和元年10月3日（木）～11月21日（木） － 
; 木曜日（8回コース） ： 

Z時間：午後ア時～9時 ~ 
：場所：南風原町立中央公民館研修室 ! 
：内容：ワード、エクセル（個別指導あり） ! 
3講師：神里コンピュータ指導センター神里裕一氏 る． 
’定員： 8名 ． 
3受講料：無料 （但し、テキス卜代は1,000円） : 

： ※託児所を設けます。事前申込お願いします。 : ． 
! 問い合わせ：南風原町社会福祉協議会 ： 
! TEL. (098) 889 -321 3 （担当：山J11) : 
Z※小学生以下の託児室をもうけます。お子様のお名前、年齢、アレ 2
~ ルギー有り無し等を申込の際にお伝えください。 ! －・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・
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令和元年9f-J 1日 はえばる社協だより 第210号（8)

来60)二f~号と ‘’我が家l手‘’ 玉那覇美紀（字津嘉山）

我が家は、長女（小学1年）、長男（5歳）、次女（2

ら③ 歳）の3人のチピ怪獣がおり、毎日楽しく騒がしく
) （笑）過ごしております。

3番目が出来た時、正直「2人でも手一杯なんだけど－Jというとまどい
も少しありましたが、3番目が生まれたあと、上の子供たちが『マーマ－赤

ちゃんありがとうJと毎日言ってくれたことがすご、くうれしくて今で、もその
時の様子を覚えています。手一杯！とパニックになりそうな母の背中を子

供たちが押してくれたように感じました。

『子供は宝よ－Jとよくおばあちゃんが言っていましたが、その言葉を心
に刻みながら子供とともに成長していきたいと思う毎日です。

混m矧臨時
～第8回はえばる夏まつりキッズパーク～

子供たちにものづくり体験や自動車分解体験・新聞記者体験・鑑識体

験などのお仕事体験を通して、さまざまなことに関心を深め、働くことに

「夢Jを描く機会をつくることを目的に「第8回はえばる夏まつりキッズパ
ーク（主催：町観光協会）Jが7月15日（月）の海の日に開催されました。
当日は気温も上昇し、日差しも照りつける晴天の下、約4000人の来

場者が町中央公民館及び文化センターをうめつくしました。

福祉いろいろ体験（骨伝導）

社協は「福祉いろいろ体験コー

ナーjを設置し、装具を装着しての

高齢者疑似体験や、骨伝導音声増

幅器を使つての「聴こえjのサポート

体験などを行い、初めての体験に
福祉いろいろ体験（高齢者疑似体験）驚きの表情も見られました。

警察体験
これからも体験することの楽しさを広げていってほしいと期待します。

｜ミ寄附皇旦がとうございましと一一 （令和元年7町村7月31日まで） ｜ 
【一般寄附】

屋比久 幸子様 3千円

沖縄県農業協同組合南風原支店様

（支店長富銘順二様） 20万円

第29回沖縄県農協南風原支店チャリティー

ゴルフ大会の収益金より寄附

有限会社三栄技研様

（代表取締役安次富幸常棟） 17,209円

【香典返し】

興那嶺弧様（字津嘉山） 10万円
故母興那嶺茂子様の香典返しとして

（左より）沖縄県農業協同組合南風原支店長（右より）有限会社三栄妓研代表取締役安次

笛銘JI慎二様、南風原町社協前川義美会長 富幸常線、南風原町社協前川義美会長

お亡くなりになられた方の御冥福を心からお祈り申し上げます

印刷／（有）サン印刷 〒901・1111 南風原町兼城577 TEL.098-889-3679 


